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False memories refer to memories of events that did not occur. The Deese-Roediger-
ivlcDermott (DRM) paradigm represents a conventional告xperirnentalmethodology for 
examining false memories; this paradigm involves the presentation of associated words 
(bed, rest, etcふ whichinduce a false recall and/or false recognition of a non-presented 
word (critical lure; sleep). Many studies using the DRM paradigm have d巴monstrat巴d
that (a) participants exhibit false memories robustly and (b) they experience thes巴
memories in a vivid and detailed manner. First, this article theoretically reviews the 
mechanisms that robustly produce false memories. Subsequently, accounts on subjective 
experience of false memories are discussed. Based on the review, this paper finds dis-
crepancies among the accounts with regard to whether the activation of critical lure causes 
false memories and their subjective experience: some studies show that the activation of 
critical lure mediates false memories, while others show that the activation does not result 
in false memories. The review concludes that none of the existing accounts sufficiently 
resolve this discrepancy, suggesting that this issue needs to be investigated in future 
studies. 
Key words: false memory, m巴moryillusion, false recal, false recognition. DRM para-
digm, meta-analysis 
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いる Ce.g., Geraci & McCabe, 2006, Seamon, 






























1. 1 Roediger and McDermott (1995) Iこ
よる Deese(1959）の追試と発展








































































した研究報告が相次いだ (e.g., Payne et al., 




れた Ce.g., McDermott, 1996; Seamon, Luo, 
Kopeck巴y,et al., 2002; Thapar & McDermott, 
2001 ; Toglia, r、Jeuschatz,& Goodwin, 1999）。











Luo, Kopeckey, et al. (2002）は遅延期間を直後，
2週間， 2ヶ月として検討した結果，正再認は直
後から2週間とで大きく成織が低下したが（直後，
17%; 2週間， 7 % ; 2ヶ月， 4 %），虚再認は
2週間では成績は低下しなかった（直後， 28%;
2週間， 27%;2ヶ月， 12%）。



















Lennartson, 2005; Dodson, Koutsuaal, & 
Schacter, 2000), この点に理論的な批判がなさ


















































ら， Roediger and McDermott (1995）は呈示
されないJレアー語が，呈示されたリスト語と同様























































多くの実験で追試されている（e.g., Endo, 2005; 
Neuschatz, Benoit, & Payne, 2003; Neuschatz 
et al., 2001; Roediger & McDermott, 1999）。
























(Palmer & Dodson, 2009）。 IAR説は学習時に
起因するとする立場の古!Ji.！的な理論であり，
































Robinson and Roediger (1997）はこのよう
なルア一語への活性の伝播が虚偽記憶の発生に及
ぼす影響を調べた。実験では，単語リスト内に含

















(autumn, season, spring, etc.）と，「転ぶ」の











そのほかにも， McEvoy,Nelson, and Komatsu 
(1999）は， リスト語のルア一語への連想価の高
さが虚再生と虚再認の発生率を予測することを報













学習すると， gist(Brainerd & Reyna, 2005）や，

























また， Brainerd,Reyna, and Forrest (2002) 
は幼児と児童とを対象に， DRM手続きを行った。
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比較される。一般に，深い処理水準は浅い処理！水
準に比べて再生成績と再認成績が優れることが
知られている （レビュー として， Roediger & 
McDermott, 1993）。 DRM手続きにおいては，
学習の処理水準が虚偽記憶に与える影響が調べら
れた。例えば， Thaparand McDermott (2001) 
はリスト語の好意評定をする課題，単語の色を答
える課題，単語の母音の数を数える課題のいずれ






た研究をまとめた。 Smithand Hunt 0998）は
深い水準の処理がむしろ虚偽記憶を減少させると
報告しているが，処理水準の効果を調べた研究を















Ce. g., MacLeod, 1998）。 教示されたリストの
“忘却”は， 忘却すべき単語を意識的に処理し，
検索しにくくするために生じると説明される





















Chan et al. (2005) 
実験2 54 窓l味限Ji虫剤i定．音tMI述評定
Rhodes & Anastasi (2000) 
実験1 40 trl.f'tlf1，評価．母音数え
実験2 40 ：な味カテゴリ分類，母音数え
Smith & Hunt (1998) 
実験3b 40 好：t評定＇ µ，~；読
実験3' 40 好意lJi1定，熱量t
Thapar & McDermott (2001) 
実験1 9 好意評定，母者数え，文字色
実験2 好意評定，母音数え．文字色














18. 4, 5 
































(Araya, Ekehammar, & Akrami, 2003；堀田，
2007; Kimball & Bjork, 2002; Seamon, Luo, 








































その後， Seamon. Luo, Schwartz, et al. 




なされた（Zeelenberg,Plomp, & Raaijmakers, 
2003）。例えば， 20ミリ秒や 40ミリ秒の呈示で虚
再認が生じないとした Zeelenberget al. (2003) 
の報告を受けてGalloand Seamon (2004）では
リスト語の呈示時聞を20ミリ秒に設定し，

























ルア一語の虚再認が生じた。さらに，リスト語の ているが（Cote!,Gallo, & Seamon, 2008; Gallo, 
-553 -











また， 共通意味抽出説ではGalloand Seamon 
(2004）の結果は，意識的なリスト語の処理に
よって意味情報が抽出された結果だと説明される

















































































しそφ一方で， Zeelenbergand Pecher (2002), 
McKone (2004), Hicks and Starns (2005), 




















れた（Hicks& Starns, 2005; McDermott, 1997; 
McKone & Murphy, 2000）。この点を指摘した





























































心J!f['.'j':討；t,;. Vol. 52. No. 4 
表2 DRM手続きを用いた虚偽記憶研究における潜在記憶課題の結梁
単語完成課題
Hicks & Starns (2005) 
実験l















10, 2，あり 015) 0.43 











Smith et al. (2002) 
実験2 122 怠図的 40, 1ふあり（N.A.) 0.59 
実験3 75 意図的 40, 1.5，あり（N.A.) 0.3 
諮奴決定諜題 0.13官
I命-licks& Starns (2005) 
実験2
McKone (2004) 
Meade et al. (2007) 
実験1
実験2
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表3 カテゴリリストと DRMリストの成偽記憶を比絞した研究
課題 N 比較 テスト 効果i立 dの95%信頼区間(d) a 下il良 上限
D巴whurstet al. (2009) 
実験1 迎続呈示学Wl 20 i洋間 再認 0.98 0.90 1.05 
無作為呈示学習 20 群間 再認 0.97 0.87 1.05 
実験2 読み学習 30 11-lH 再認 1.61 1.5 1.67 
生成学習 30 1符I問 再認 1.1 1.06 1.19 
実験3 自由再認 30 i閉店l 再認 1.49 1.49 1.58 
I寺問il限再認 30 1$1百j 再認 0.21 0.1 0.28 
実験4b 28 官干！日j 再生 1.32 1.24 1.38 
Knott & Dewhurst (2007) 
実験lC 24 1伴[Ml 再認 1.67 1.61 1.1,1 
実験2d 27 1期間 再認 0.05 -0.03 0.13 
実験3e 24 tlr-1日l 再認！ -0.3 -0.43 -0.24 
Smith et al. (2002) 
実験2 122 1洋内 再生 1.09 1.03 1.15 
山田ら（2009)








して間接的に関連しており （鍋田， 2009; Park, 













主張をしている（Dewhurst,2001; Dewhurst et 
al., 2009; Knott & Dewhurst, 2007）。例えば，













































































ブ語）を用いた Sharkawyet al. (2008）では，
リスト語の再生成紡とルア一語の虚再生成績のい
ずれにおいても感情語リストと非感情語リストと














































































































& Roediger, 2003; Smith, Lozito, & Bayen, 
2005), 主観的想起経験（Norman& Schacter, 
1997），感情語（Piguetetal.,2008），野告（Watson,
McDermott, & Balota, 2004），学習とテストの
繰り返し（Kensinger& Schacter, 1999; Watson 
et al., 2004), 線画学習（Schacter,Israel, & 








いことを示している（巴.g., Balota et al., 1999 ; 































参加者変数である (e. g., Balota et al., 1999 ; 
Budson et al., 2000 ; Budson et al., 2002 ; Gallo 
et al., 2006; Watson, Balota, & Sergent-Marshall, 
2001)。一般的には， ア／レツハイマー病患者は統
制群に比べて虚偽記憶を生じにくいことが示され
ている Ce.g., Balota et al., 1999）。このような
傾向は，一般的な DRM手続きで使用されるリス
トだけでなく，音声的に類似したリスト語を用い
たリスト（Budson,Sullivan, et al., 2003），綿画
























DRM手続きが行われた（Beversdorfet al., 2000; 






きないためだと説明されている (Beversdorf et 
al., 2000）。 しかし， カテゴリリストを用いた研
究では自閉症参加者の虚偽記憶成鎖が統制群より
も高い研究も報告されている (e. g., Bennette, 











































































































































た推測をする可能性がある (Pezdek & Lam, 
2007）。 DRM手続きではこうした推測によって
も高い虚再認や虚再生が生じうることが指摘され
ている (Gallo & Seamon, 2004; !Vliler & 
Wolford, 1999）。このような推測に依拠した“虚
偽記憶”は当然、のことながら文脈の主観的想起
経験をともなわず (Gallo & Seamon, 2004; 
















いことが示されている（Geraci& McCabe, 2006; 


































耳切I• 陥＼I: DRM 手続きの1』ti~凶己m.
共通しており，その意味でIAR説を主観的組起
経験の理論に援用したものである。














































3. 1. 2 親密度プラス裏づけ説（familiarity





に焦点が当てられている（Lampinenet al., 2005; 

















































































3. 2. 1 Remember/Know手続き
Remember/Know手続きとは， 再認、時の想起
意識を調べるための実験的手法である（Rajaram,






















究がこの結果を追試した（e.g.,Arndt & Reder, 










3. 2. 2 記憶特性質問紙（MCQ)
いくつかの研究で・は虚偽記憶について記憶特性
質問紙（MCQ:Johnson et al., 1988; Takahashi 
& Shimizu, 2007）を用いて，想起される主観的経
験の内容が検討された。 Normanand Schacter 
-564一
















































































0 JO 20 30 40 50 60 70 80 90 100 % 
図2 リスト学習1~lにルアー語がリハーサルされた回数ごとの雌再生， 1.:/R再認，「思
い出せる」反応の剖合（Seamon,Lee, et al., 2002から作図〉







































































































McBride et al. (2006）や Zeelenberget al. 
(2003）のように， 虚偽記憶の生起に影響しない
とするのか， それとも Tseand Neely (2005) 
や， Hicksand Starns (2005）のように必要と
するのかで立場は分かれるものの，どちらの立場
であってもルアー語の潜在的活性化が短期間で消
失する点では一致している（Cote!et al., 2008; 

















































や（S巴amon,Lee, et al., 2002），ルア一語そのも
のの文脈が作り出されるのではなく，リスト語







証拠として考えられてきた Ce. g., Roediger & 












と（Goodwin,2007; Seamon, Lee, et al., 2002), 
ある程度の相関があることを示唆する研究
(Goodwin, Meissner, & Ericsson, 2001; 
Lampinen et al., 2005; Marsh & Bower, 2004) 
の両方が存在する。親密度プラス裏づけ説は，ル
ア一語ではなく， リスト語の活性化に注目するこ























































McDermott, 1997; Robinson & Roediger, 1997; 
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